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 令和3年 第1回定例会

写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします。
ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。

ゲートシティ大崎の歩道より撮影

表紙の写真について
（原田恵子様撮影）

　表紙に掲載の写真は、ご応募
いただいた中から選ばれました。
　品川区議会では、引き続き品
川区議会だよりの表紙等に掲載す
る写真を募集しています。
　詳しくは、品川区議会ホームペ
ージをご覧いただくか、区議会事
務局調査係までお問合せください。
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産後の家事・
育児支援を充実します！

子ども、若者の支援や
介護職員の確保を応援します！

AIで高齢者被害をSTOP！
～人工知能AI等を活用した詐欺対策～

一 般 会 計 予 算

1,824億8,000万円

特別会計予算総額

722億5,211万円4千円

令和 3 年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度当初予算額 伸　率

一 般 会 計 182,480,000 188,325,000 △ 3.1%

国民健康保険事業会計 34,958,086 35,052,658 △ 0.3%

後期高齢者医療特別会計 8,956,119 8,903,629 0.6%

介 護 保 険 特 別 会 計 26,837,909 26,100,303 2.8%

災 害 復 旧 特 別 会 計 1,500,000 1,500,000 0.0%

令和3年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 △ 949,538 249,605,222

国民健康保険事業会計 696,746 35,777,347

後期高齢者医療特別会計 △ 42,653 8,860,976

介 護 保 険 特 別 会 計 161,908 26,262,211

令和2年度補正予算 （単位：千円）

予算の審査を付託しました。慎重審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事業をご紹
介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

　■ 委員長：渡部 茂　■ 副委員長：西村 直子、つる 伸一郎
　■ 理事：石田 ちひろ、須貝 行宏、田中 さやか、大倉 たかひろ　■ 委員：議長を除く全議員
＊令和３年度予算に対する各会派の意見表明は４～５ページに、総括質疑は 21 ページに掲載しています。

東京2020大会は
「しながわハウス」でつながろう！

　区民住宅ファミーユ西品川（西品川1-16-2）は、空室を
東日本大震災の被災者の受け入れや、区営住宅の建て替
えのための仮入居先として活用してきました。
　今後は空室の改修により、子ども・若者への支援や介護
職員の確保など、様々な支援の拠点となる施設を目指し
ます。

　「妊娠～出産～育児」における切れ目のない支援の一環
として、家事・育児について専門の資格を持った支援者に
よるサービスを利用した際に、その費用の一部を助成す
る事業を実施しています。
　助成内容を拡大するとともに、区民が本事業の支援者
として活動できるよう、年度内に産後ドゥーラ資格を取得
した方に、資格取得にかかる費用の一部助成を行います。

※産後ドゥーラ
（社）ドゥーラ協会の産後ドゥーラ
養成講座にて、産前産後を支える
ための知識・技術を習得し、認定を
受けた産前産後ケアの専門家

　新型コロナウイルスワクチン接種は、生命・健康を損な
うリスクの軽減や医療負荷の軽減につながることが期待
されるため、区民が円滑に接種できるよう、接種会場の
確保や医師会との調整などを行います。

　GIGAスクール構想に伴い、1人1台配付されるタブレッ
ト端末を最大限活用できるようICT支援員を大幅に増員
するほか、様々な支援事業、研修を行うことで、学校をサ
ポートします。
　また、学識経験者、ICT関連民間事業者等を含めたICT
推進委員会を設置し、タブレット端末の活用に関する実
態を把握し、効果検証、総合分析を行い、さらなる活用の
方向性を研究します。

　東京2020大会の期間中、ホスピタリティハウス「しな
がわハウス」を開設し、区が目指す多文化・多様な生き方
を尊重する社会に向けたさまざまなコンテンツを展開し
ます。
　また、東京2020大会の競技中継のほか、競技体験や
区の文化・観光ＰＲ等、様々な団体の発表を通じて誰もが
主役になり世界中の人とつながる場を提供します。
開設予定地：東品川二丁目3番（東品川清掃作業所跡地）

　特殊詐欺の手口は巧妙さ・複雑さを増し、区内でも高
齢者を対象とした被害が増加していることから、新たに先
端技術（AI）を活用した「新型自動通話録音機」を試験的
に導入し次世代の特殊詐欺被害防止対策の確立を目指し
ます。

1 子ども・若者支援機能（8 戸）
   ①「子ども若者応援フリースペース」
   ② ひとり親家庭学習支援事業
     「ぐんぐんスクール」
   ③ 生活困窮者自立支援事業
　 「学習支援あした塾 」
2 外国人介護職員用住居（6 戸）
3 災害対策職員待機寮（3 戸）

新型コロナウイルスワクチンを
早期に接種できる体制を整備します！

開設予定地の入口外観

ICT支援員が学校をサポートします！
～タブレット端末を最大限に活用～

ICTを活用した授業支援や
機器トラブルを解消して、
利活用アップ！

ICT支援員派遣

特殊詐欺犯 特殊詐欺 
対策ＡＩ
アダプタ

①通話 電話機
住
民
（
高
齢
者
）

ご親族等

品川区
生活安全担当 警察

④
注
意
喚
起
ア
ラ
ー
ム

特殊詐欺
対策ＡＩ
サーバ

③解析 ②音声ファイル転送

⑤フォロー

⑤フォロー

⑤フォロー

一般会計 ( 千円 )

歳 入

特別区税
49,391,400

(27.1%)

民生費
93,556,629

(51.3%)

教育費
22,617,959

(12.4%)

土木費
21,731,060

(11.9%)

総務費
19,932,642

(10.9%)

衛生費
18,051,445

(9.9%)

産業経済費
4,055,570

(2.2%)

公債費
1,200,333

(0.7%) 議会費
834,362
(0.5%) 予備費

500,000
(0.3%)

特別区交付金
38,800,000

(21.3%)
国庫支出金

28,581,531
(15.7%)

都支出金
17,117,246

(9.4%)
繰入金

15,253,237
(8.4%)

地方消費税交付金
10,290,000

(5.6%)

諸収入
6,865,094

(3.8%)

使用料及び手数料
4,276,775

(2.3%)

特別区債
3,400,000

(1.9%) 繰越金
3,000,000

(1.6%) その他
(分担金及び負担金など）

5,504,717
(3.0%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

品川方式

ファミーユ西品川

　２月19日の本会議において、予算特別委員会を設置し、令和3年度予算および令和2年度補正

お金の使いみちが決まりました
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※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。
令和3年度予算に対する各会派の意見表明層再開発は見直し、コロナ対策に集中すること▼庁舎建

て替えは狭い敷地に超高層という前提は止め、区民参加
での庁舎検討を▼国保・介護・後期高齢者の保険料は引
き下げを▼障害児者総合支援施設は、当事者の願い最優
先に現事業者の継続を▼生理の貧困対策として、生理用
品の配布を▼教育は３５人学級の全学年前倒し実施を。性
は人権の立場で包括的性教育の実施を▼すべての住宅を
大地震から守るため、不燃化特区支援制度と感震ブレー
カー設置助成を区内全域拡大へ▼コロナ感染拡大のもと
今年夏のオリンピック・パラリンピックは中止を。

　菅政権のコロナ対策は、無為・無策、逆行。未曾有の
危機に立たされている区民の命と暮らし、営業守る区政
への転換が必要です。以下、要望します。
　▼コロナ対策は感染拡大を封じ込める大規模検査、苦
境に立つ区民の暮らしと営業守るため家賃支援給付金な
ど区独自の直接支援を。医療機関の減収補填と消費税減
税を国に求めよ▼羽田新ルートは相次ぐ落下物事故によ
り市街地ルートの危険性、国による固定化回避検討会は
品川上空を飛ぶルートの固定化が明らかに。新ルートは
直ちに撤回を▼巨額の税金投入で進める不要不急の超高

日本共産党品川区議団

の皆様や各種団体から頂いた声をもとに要望や提案した
施策であり、着実に具体化されることを要望します。
　最後に、「新型コロナウイルス感染拡大防止」と「地
域経済の回復」を最優先に考え、区内業者や区民全員を
守るのだという覚悟をもって、基金を活用して迅速かつ
的確に実施する事や、未来につなぐ長期基本計画の着実
な実施を強く求めます。
　そして、笑顔あふれる、住んでいてよかったと実感で
きる品川となれるため我々も全力で活動することを約束
させていただき、品川区議会自民党の意見表明とします。

　歳入では法人住民税の国税化、都市計画交付金等の適
切な配分、ふるさと納税の流出が増大しています。
　歳出では、ワクチン接種や経済政策、区民生活支援、
また、新庁舎建設基本構想・計画作成、児童相談所の開
設準備、町会・自治会の支援策の充実、重層的支援によ
る多機関協働の準備、防災対策の充実、高齢者・障害者
福祉の充実、水辺の利活用、介護福祉専門学校の拡充、
広町のまちづくり、マイナンバーカードの早期取得対応、
オリパラ開催準備とレガシー創出と継続、タブレット学
習、食育など、予算化されています。私たち会派が地域

品川区議会自民党

生理の貧困への対応、障がい児者等福祉施策の充実、肺
炎球菌ワクチン費用負担軽減、屋外受動喫煙防止、国都
の手の届かない事業所や商店街デジタル化等支援、指定
管理者選定や行政デジタル化等は、喫緊の課題として対
応されるよう強く求めます。そして何よりも万全なワク
チン接種体制の構築を最優先に、コロナに負けない施策
に取り組むとともに、効果的な情報発信で区民に安心を
届けていただきたい。そのために事業執行では一層の倹
約に努め、財政基盤を整え、年度途中であっても諸課題
に対応する施策を果敢に実行する区政運営を求めます。

　令和 3 年度予算は、新型コロナ感染症の影響により特
別区民税と特別区交付金合わせ前年度比 40億円の減収等
が見込まれる中、衛生・産経費合計 55億円増とするなど、
ワクチン接種や生活・経済活動支援を行いコロナ拡大か
ら区民を守る施策、また、フレイル予防・認知症施策、
医療的ケアや産後支援、障がい者等避難支援、居住支援、
がん対策や健康ポイント拡充、コロナ対応特別助成、新
防災ラジオや不燃化の推進、学校体育館の空調設備完了
等、公明党の推進施策が図られたことを評価します。
　予算審査では、様々な指摘を行いました。生活困窮や

品川区議会公明党

うに編成が行われました。一方で、コロナ禍による社会
経済状況は混沌から危機的状況に変化する様相を呈する
危険性を含んでいると考えます。そして、その解決に向
けて執行機関と議会、所謂、区政は、地域経済、地域社
会の中で、強いリーダーシップが十二分に発揮され運営
することが必要不可欠とされ、この強いリーダーシップ
がコロナ禍による社会の革命的危機を克服する唯一の術
であると考えます。予算審査で各議員が行った提案、提
言が十分に事業執行に反映され、更なる区民福祉の向上
が図られることを望み意見表明とします。

　品川区議会自民・無所属・子ども未来は、令和３年度
一般会計、同国民健康保険事業会計、同後期高齢者医療
特別会計、同介護保険特別会計、同災害復旧特別会計の
各歳入の全てについて賛成いたします。
　当予算は、区民が、再び安心できる生活を取り戻せる
よう、「新型コロナウイルス感染拡大防止」と「地域経
済の回復」が最重要課題とされ、新型コロナの影響によ
る大幅歳入減を見込み、徹底的な歳出の見直しを行い、
一般会計予算を前年度比マイナス 3.1％となる 1,824 億
８千万円とし、将来の財政基盤の健全性が担保されるよ

自民・無所属・子ども未来

クを組み、一刻も早い支援策を進めることを求めます。
　原発事故から10 年の現在も事故は収束せず、国は汚染
水の放出や汚染土壌の再利用を検討しています。区立保
育園、小・中学校の給食の放射能検査の継続を求めます。
放射能に限らず、化学物質全般や、５Ｇなどの電磁波の
影響等も含めて予防原則による対応を求めます。
　羽田新ルート問題は国の政策ですが、自治体政策でも
あります。区は、自治体の役割として区民の立場を公の
形で主張すべきです。生活者ネットワークは今からでも、
計画の中止を国に対して求めるべきと主張します。

　国保会計は、皆保険制度の維持と言いながら保険料の
更なる上昇は皆保険制度の崩壊につながり、反対です。
　障害児者総合支援施設の指定管理者変更について。区
は福祉施設の運営は継続と安定を重視してきたにもかか
わらず変更の客観的根拠が示されないため、反対です。
　新型コロナウイルス感染症が収束しない現状で、広町
再開発と区庁舎建て替え計画を急ぐべきではありません。
適切な情報公開と区民参加で丁寧に進めるべきです。
　感染症の影響で、女性・若者の自死が増えていること
に強い危機感を覚えます。区は支援団体ともネットワー

品川・生活者ネットワーク

宣言解除後のリバウンドや新型コロナウイルスの影響に
よる厳しい経済状況が続くことが懸念されます。引き続
き丁寧な対応を求めます。また、最先端技術をはじめＡ
ＩやＩｏＴなどの活用や、デジタル化の推進、情報発信
のあり方、羽田新飛行ルート、防災対策、学校教育、東
京２０２０大会、多様性の推進などの課題への積極的な
取組みも求めます。今回の予算特別委員会において、我
が会派の所属議員が、質問の中で指摘、提案した各項目
を真摯に受けとめ、予算を執行することを強く要望し、
しながわ無所属クラブの意見表明といたします。

　しながわ無所属クラブは、令和３年度品川区一般会計
をはじめ、国民健康保険事業会計、後期高齢者医療特別
会計、介護保険特別会計、災害復旧特別会計の各会計予
算案全てに賛成します。令和３年度予算は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受け、前年度比マイナス 3.1％
となる１,８２４億８,０００万 円 で す 。 長 期 基 本 計 画
の着実な実現に向けた予算としつつ、施設改修や道路、
公園工事等の緊急性を見極め経費削減等も取り組み、厳
しい財政状況の中で区民の命と生活を守る真に必要な施
策実施に取組む姿勢を評価いたします。今後も緊急事態

しながわ無所属クラブ

区民の命と健康と生活と雇用を守る対策を優先し、終息
まであと 4 年かかる道のりを乗り越えて頂きたい。また
このさき歳入激減が見込まれるので行財政改革を推進す
ると共に、コロナ以外の病気からも区民の健康と命を守
るために社会経済活動の再開に努め、さらに区内産業を
支援し、この地球規模の非常事態を乗越えて頂きたい。
そして介護・保育・看護従事者の低賃金を改善したり、
羽田新飛行ルートの固定化を避けるために国や都に働き
かけて頂きたい。世界中で多くの犠牲者が出ている最中、
今年の東京五輪は中止し再度、延期するべきです。　

　品川区一般会計、国民健康保険事業会計、後期高齢者
医療・介護保険・災害復旧の 3 つの特別会計の各予算に
賛成します。新型コロナウイルス感染の世界的蔓延は、
国民の命と健康、家計や企業経営に甚大な被害を与え、
さらに国民に恐怖と不自由な暮らしをもたらしました。
特に緊急事態宣言の時短や営業の抑制により、消費の激
減から企業経営は悪化し、休業・廃業や倒産が増大して
います。企業はリストラに走り、勤労者は労働時間の減
少・雇い止め・失業などで、所得は激減し国民の暮らし
は悪化の一途をたどっています。今は感染拡大を回避し、

品川改革連合

各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 自・無公　明 共　産 品　改 ネット
一般会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 反対
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成

介護保険特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
災害復旧特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

賛成
賛成
賛成
賛成
賛成

しな無
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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

今回審議した議案等は

　　 区長提出議案……30件
議員提出議案……  1件
請願・陳情………37件

計68件

介護保険料を改定しました
第18号議案　品川区介護保険制度に関する条例の一部を改正する条例

議案審議
－ 令和 3 年第 1 回定例会 －

会期35日間：令和３年２月17日～３月23日

※ 上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

荏原第一地域センターが武蔵小山駅前に移転します
第14号議案　品川区地域センターの設置に関する条例の一部を改正する条例
第15号議案　品川区立区民集会所条例の一部を改正する条例

区立児童相談所の新築工事を行います
第26号議案　（仮称）品川区立児童相談所新築その他工事請負契約
第27号議案　（仮称）品川区立児童相談所新築その他機械設備工事請負契約
第28号議案　（仮称）品川区立児童相談所新築その他電気設備工事請負契約

　平成28年６月の児童福祉法改正により、特別区においても児童相談所の設置が可能とな
りました。施設の基本・実施設計を取りまとめ、令和３年３月より建設工事を開始しました。
建設地：子供の森公園（北品川3丁目10番）内の一部敷地
開設予定年度：令和６年度中

荏原第一地域センター・区民集会所の移転（7月下旬）

行政窓口の業務拡大

武蔵小山駅前再開発地区「シティタワー武蔵小山（41階建て）」内に移転します。 
・新 住 所 　品川区小山三丁目14番1号
・施設概要　商業業務棟地上2階部分
　　　　　  第1集会室、第2集会室、第3集会室（和室）、授乳室

　現在の武蔵小山サービスコーナー（小山3－27－5）と統合し、
地域センターとしては初めてとなる「火曜延長窓口」「日曜開庁」
を実施します。
・開庁時間　平日（火曜除く）午前8時30分～午後5時
　　　　　  火曜日　　　　午前8時30分～午後7時
　　　　　 日曜開庁         午前8時30分～午後5時
・取扱業務　現行の取り扱い業務に加え、マイナンバーカード
　　　　　  関連事務を行います。

●年額　第七期　67,200円　⇒　第八期　73,200円
●月額　第七期　 5,600円　⇒　第八期　  6,100円

保険料段階を区分する基準所得金額の変更
第8段階：前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満 ⇒ 120万円以上210万円未満
第9段階：前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満 ⇒ 210万円以上320万円未満
第10段階：前年の合計所得金額が300万円以上500万円未満 ⇒ 320万円以上500万円未満

第八期の介護保険料基準額

完成予想図

今後のスケジュール

　介護が必要な高齢者や認知症高齢者の増加など、介護事業にかかるサービス量や費用の
増加が見込まれることから、品川区介護保険制度に関する条例第13条に規定する第八期（令
和３年度～令和５年度）における第一号被保険者の介護保険料基準額等を改定しました。

　武蔵小山駅前の再開発に伴い、荏原第一地域センター（小山3－22－3）を新たな施設
に移転し、地域センター・区民集会所の充実を図ることにより、町会・自治会活動をはじ
めとした、地域住民の様々な活動を支えるとともに、行政サービスを拡充します。

シティタワー武蔵小山

施設利用者の安心を第一に考え、
第３者の侵入防止や利用者のプラ
イバシー確保を最も重視しました。

委員会での質問
施設の設計にあたって重要視
した点は。

項目／年度 R2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

施設整備

人材確保・
育成

児童相談所
設置市事務

都との調整

政令指定
手続き

児童相談所
設置・運営計画

建築工事

設置・運営計画作成

業務引継

★政令指定申請

★開設

福祉職・心理職等専門職の採用

他自治体児童相談所等への長期派遣研修

実施体制の検討

計画
確認
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第１回定例会の議決結果 全会一致で可決した議案

議案番号

第１回定例会の議決結果 意見の分かれた議案

議案
番号

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

○…賛成　×…反対　( 数字 )は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。

●会派名は次の略語で記載しています。
各議員の賛否はこち
らの QR コードから
ご覧になれます→

自民……品川区議会自民党　公明……品川区議会公明党　自・無……自民・無所属・子ども未来
共産……日本共産党品川区議団　品改……品川改革連合　ネット……品川・生活者ネットワーク
しな無……しながわ無所属クラブ

1 令和２年度品川区一般会計補正予算 可決

2 令和２年度品川区国民健康保険事
業会計補正予算 可決

3 令和２年度品川区後期高齢者医療
特別会計補正予算 可決

4 令和２年度品川区介護保険特別会
計補正予算 可決

5 令和３年度品川区一般会計予算 可決

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

○
 ※

6 令和３年度品川区国民健康保険事
業会計予算 可決

7 令和３年度品川区後期高齢者医療
特別会計予算 可決

8 令和３年度品川区介護保険特別会計
予算 可決

11 品川区職員定数条例の一部を改正
する条例 可決

18
品川区介護保険制度に関する条例の
一部を改正する条例（７ページに説
明を掲載）

可決

24 品川区立区民住宅条例の一部を改正
する条例 可決

29 指定管理者の指定について（品川
区立障害児者総合支援施設） 可決

30 品川区国民健康保険条例の一部を
改正する条例 可決

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○○

○ ×○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

結果 自 民
⑻

公 明
⑺

自・無
⑹

共 産
⑹

品 改
⑶

ネット
⑵

しな無
⑵

9 令和３年度品川区災害復旧特別会計予算

10 品川区組織条例の一部を改正する条例

12 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

13 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

14 品川区地域センターの設置に関する条例の一部を改正する条例（６ページに説明を掲載）

15 品川区立区民集会所条例の一部を改正する条例（６ページに説明を掲載）

16 品川介護福祉専門学校修学資金貸付条例の一部を改正する条例

17 品川区立特別養護老人ホーム条例の一部を改正する条例

19 品川区指定地域密着型サービスの事業の人員、設備および運営の基準等に関する条例の一部を改正
する条例

20
品川区指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備および運営ならびに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正す
る条例

21 品川区指定介護予防支援等の事業の人員および運営ならびに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正する条例

22 品川区指定居宅介護支援等の事業の人員および運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例

23 品川区手数料条例の一部を改正する条例

25 学校教育職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例

26 （仮称）品川区立児童相談所新築その他工事請負契約（７ページに説明を掲載）

27 （仮称）品川区立児童相談所新築その他機械設備工事請負契約（７ページに説明を掲載）

28 （仮称）品川区立児童相談所新築その他電気設備工事請負契約（７ページに説明を掲載）

議員
提出
１

  品川区議会会議規則の一部を改正する規則
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委員会構成の変更がありました
　令和3年2月19日の本会議において大倉たかひろ議員が議会運営委員を
辞任し、松澤和昌議員が選任されました。

　令和3年4月1日付であべ祐美子議員とくにば雄大議員の2名により、
新たに会派を結成する会派届が提出されました。
(会派名：立憲・無所属しながわ)
※上記の一般質問議員の紹介は、2月18日現在で記載しております。　

会派構成の変更がありました

令和3年第１回定例会では、区政全般について、
5名の議員が代表質問を、7名の議員が一般質問
を行いました。以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（代表質問・一般質問）

代表質問一般質問

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、
令和2年第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製
飛沫防止パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。

令
和
３
年
度
予
算
案
・
施
政
方
針
に
つ

い
て

代表質問

（
自
　
民
）

石
田
　
秀
男
　
議
員

苔
」
を
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
な
ど
、

品
川
区
に
お
け
る
海
苔
養
殖
の
歴
史
を

観
光
資
源
と
し
て
積
極
的
に
発
信
し
、

集
客
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
成
功
は
、
選
手
や

開
催
者
だ
け
で
な
く
、
応
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
地
域
の
協
力
者
な
ど
の
支
え

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
魅
力
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
か
ら
の
参
加
者

を
募
り
、
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
を
図
れ
る
と
考
え
る
が
、
開

催
に
向
け
て
の
意
気
込
み
は
。

地
域
が一
丸
と
な
っ
て
支
え
、
親
し
ま

れ
る
「
地
域
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

施
設
利
用
者
を
除
く
全
て
の
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
す
る
認
知
症
検
診
が
実

施
さ
れ
る
が
、
こ
の
受
診
率
を
上
げ
る

こ
と
は
早
期
発
見
で
の
適
切
な
治
療
等

に
つ
な
が
る
。
ど
の
よ
う
な
検
査
を
考

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
受
診
率
向
上
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

医
療
機
関
が
取
り
組
み
や
す
く
、
受
診

者
に
も
負
担
の
少
な
い
検
診
を
予
定
し

て
い
る
。
検
診
へ
の
理
解
を
広
め
、
受

診
し
や
す
い
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

品
川
区
の
子
育
て
支
援
は
す
ば
ら
し
い

と
評
価
さ
れ
る
施
設
整
備
が
必
要
だ
。

施
設
の
複
合
化
な
ど
も
含
め
た
議
論
を
。

社
会
情
勢
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん

ら
各
自
で
電
話
も
し
く
は
ウ
ェ
ブ
等
に

て
予
約
を
し
、
会
場
等
で
の
接
種
と
す

る
予
定
だ
。

介
護
施
設
等
で
の
陽
性
者
も
増
加
し
て

い
る
中
、
介
護
従
事
者
が
高
齢
者
に
次

ぐ
接
種
順
位
と
な
っ
て
い
る
。
少
し
で

も
早
い
接
種
が
必
要
だ
が
、
見
解
を
。

施
設
従
事
者
は
、
高
齢
者
等
と
同
時
に

施
設
内
で
の
接
種
が
可
能
と
さ
れ
て
お

り
、
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

水
族
館
を
中
心
に
し
た
エ
リ
ア
の
集
客

は
、
品
川
浦
周
辺
地
区
や
旧
東
海
道
、

天
王
洲
、
競
馬
場
や
競
艇
場
を
含
め
た

平
和
島
エ
リ
ア
ま
で
拡
大
し
て
検
討
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

水
族
館
を
魅
力
的
に
し
、
周
辺
の
様
々

な
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
区
と
し
て
も

大
変
に
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
将
軍
家
に
鮮
魚
の
献
上
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
御
菜
八
ヶ
浦
の

う
ち
、
品
川
区
に
は
品
川
浦
と
鮫
洲
に

当
た
る
御
林
浦
が
あ
っ
た
。
品
川
浦
で

は
漁
業
と
並
行
し
て
海
苔
の
養
殖
が
始

ま
り
、
南
品
川
、
大
井
、
大
森
へ
と
広

が
っ
た
。
品
川
区
に
も
歴
史
あ
る
海
苔

店
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
地
域
や
産
業

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
は
。

「
し
な
が
わ
み
や
げ
」
の一
品
に
「
海

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
や
管
理

シ
ス
テ
ム
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー

タ
入
力
な
ど
の
準
備
状
況
や
、
会
場
を

含
め
た
接
種
方
法
は
。

予
定
さ
れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
接
種
に
向
け
て
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

な
ど
運
営
委
託
に
関
す
る
調
整
や
、
接

種
体
制
の
確
立
の
た
め
の
医
師
会
等
と

の
調
整
な
ど
を
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。

３
月
１
日
に
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
、
３
月
中
旬
以
降
に
は
高
齢
者
に

接
種
券
を
発
送
す
る
予
定
だ
。
こ
う
し

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情
報
は
、

広
報
し
な
が
わ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。
接

種
方
法
は
対
象
者
に
接
種
券
が
届
い
た

と
捉
え
な
が
ら
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、

引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
く
。

戸
建
て
住
宅
の
高
断
熱
化
な
ど
、
国
・

都
の
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
も
増
加
し

て
い
る
。
区
も
、
い
ち
早
く
補
助
事
業

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
設
置
、
低
公
害
車
買
換
え
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
国
や
都
の
補

助
制
度
の
動
き
も
注
視
し
て
い
く
。

障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
の
指
定
管
理

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に
不
安
や
不
利

益
を
生
じ
さ
せ
な
い
対
応
や
体
制
づ
く

り
等
、
公
募
の
趣
旨
に
沿
っ
た
施
設
に

な
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
見
解
は
。

利
用
者
個
々
の
状
況
等
を
ふ
ま
え
、
利

用
者
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
す
る
体
制
作
り
に
努
め
る
。
建
物

管
理
に
つ
い
て
は
総
合
的
・一
体
的
な

管
理
運
営
を
行
え
る
体
制
と
し
て
い
く
。

新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
検

討
業
務
委
託
に
係
る
受
託
者
は
、
品
川

区
の
内
容
を
十
分
に
把
握
し
、
か
ゆ
い

と
こ
ろ
に
手
が
届
く
提
案
が
で
き
る
業

者
を
選
定
す
る
よ
う
に
期
待
す
る
が
、

意
気
込
み
を
。

専
門
的
知
識
や
豊
富
な
経
験
等
に
基
づ

く
提
案
が
必
要
な
た
め
、
簡
易
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
、
審
査
基
準

に
基
づ
き
事
業
者
を
選
定
し
て
い
く
。
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２
月
17
日（
水
）

石
田
　
　
秀
男
　
議
員
（
自
　
民
）

若
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員
（
公
　
明
）

大
沢
　
　
真
一
　
議
員
（
自
・
無
）

２
月
18
日（
木
）　
　

中
塚
　
　
　
亮
　
議
員
（
共
　
産
）

須
貝
　
　
行
宏
　
議
員
（
品
　
改
）

２
月
18
日（
木
）

新
妻
　
さ
え
子
　
議
員
（
公
　
明
）

小
芝
　
　
　
新
　
議
員
（
自
　
民
）

渡
部
　
　
　
茂
　
議
員
（
自
・
無
）

く
に
ば
　
雄
大
　
議
員
（
無
所
属
）

２
月
19
日（
金
）

鈴
木
　
ひ
ろ
子
　
議
員
（
共
　
産
）

藤
原
　
　
正
則
　
議
員
（
品
　
改
）

西
村
　
　
直
子
　
議
員
（
自
　
民
）

会派名は次の略語で記載しています。
自　民……品川区議会自民党　　　　　公　明……品川区議会公明党
自・無……自民・無所属・子ども未来　共　産……日本共産党品川区議団
品　改……品川改革連合　　　　　　　ネット……品川・生活者ネットワーク
しな無……しながわ無所属クラブ　
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代表質問

（
公
　
明
）

若
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員

No.286　発行　令和 3年（2021年）4月22日

代表質問

区
政
及
び
財
政
運
営
に
つ
い
て

健
康
施
策
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

障
が
い
児
者
支
援
に
つ
い
て

環
境
対
策
に
つ
い
て

町
会
・
自
治
会
支
援
に
つ
い
て

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

地
域
福
祉
に
つ
い
て

災
害
対
策
に
つ
い
て

館
の
居
室
環
境
整
備
等
を
進
め
て
い
る
。

居
住
支
援
協
議
会
を
中
心
と
し
た
住
宅

確
保
要
配
慮
者
支
援
の
拡
充
の
取
組
と

中
長
期
の
テ
ー
マ
は
。

令
和
３
年
度
よ
り
不
動
産
団
体
と
連
携

し
、
要
配
慮
者
に
具
体
的
な
住
宅
情
報

を
提
供
す
る
。
ま
た
、
賃
貸
住
宅
オ
ー

ナ
ー
等
へ
の
協
力
金
制
度
も
開
始
す
る
。

来
年
度
防
災
ラ
ジ
オ
を
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
す
る
が
、
機
能
や
配
布
・
貸
与
対
象
、

販
売
方
法
や
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

令
和
３
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
波
に
対
応
し

た
区
独
自
の
防
災
ラ
ジ
オ
を
制
作
し
、

前
回
購
入
者
や
高
齢
者
等
へ
の
周
知
を

行
い
、
令
和
４
年
度
に
販
売
を
行
う
。

区
内
の
あ
る
商
店
街
で
、
独
自
の
商
店

街
危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し

た
が
、
区
内
商
店
街
へ
普
及
の
考
え
は
。

戸
越
銀
座
商
店
街
連
合
会
が
作
成
し
た

危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
画
期
的

な
取
組
だ
。
区
内
の
全
て
の
商
店
街
に

配
布
し
、
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
活
用
、

省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｚ

Ｅ
Ｂ
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
建
物
の

増
加
等
、
官
民
で
の
対
策
の
取
組
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
物
理
的
な
距
離
の
確
保
が

求
め
ら
れ
、
他
人
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
見
え
に
く
く
窮
状
が
見
過
ご
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
孤
立
し
困
難
を
深

め
る
人
を
置
き
去
り
に
し
な
い
目
線
を
。

各
種
融
資
斡
旋
を
は
じ
め
、
雇
用
確
保

や
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
等
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
全
て
の

人
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
い
く
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
会
場
・
接
種
場

所
お
よ
び
会
場
に
行
け
な
い
人
へ
の
対

応
、
相
談
や
問
合
せ
へ
の
体
制
は
。

シ
ス
テ
ム
の
設
計
や
会
場
確
保
な
ど
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
る
。
会
場
に
出
向

け
な
い
高
齢
者
等
に
つ
い
て
は
、
入
所

令
和
４
年
開
設
予
定
の
（
仮
称
）
品
川

区
立
環
境
学
習
交
流
施
設
は
、
都
内
公

共
施
設
と
し
て
初
と
な
る
建
築
物
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
に
お
け
る
認

証
を
取
得
し
た
。
普
及
の
契
機
と
な
る

よ
う
広
く
発
信
し
て
い
く
。

町
会
・
自
治
会
役
員
等
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
に
つ
い
て
、
考
え
は
。

町
会
・
自
治
会
活
動
活
性
化
促
進
調
査

で
、
役
員
の
意
見
や
成
功
事
例
等
を
集

約
し
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
に
努
め
る
。

区
で
も
既
に
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
し
て
い
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
情
報
部

門
だ
け
で
な
く
全
て
の
部
門
が
主
体
と

な
る
。
業
務
効
率
化
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

地
域
課
題
解
決
へ
腰
を
据
え
た
取
組
を
。

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
な
ど
、
全

庁
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
く
。

文
科
大
臣
は
、
創
造
性
を
育
む
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い

る
。
区
や
教
育
委
員
会
の
取
組
は
。

端
末
操
作
等
の
習
熟
と
と
も
に
、Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
狙
い
と
す
る
教

育
効
果
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

新
長
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
支
援
に
つ

い
て

配
布
し
、
必
要
な
方
が
た
め
ら
わ
ず
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
し
な
が
わ
活
力
応
援
給
付
金
」
に
つ

い
て
、
事
後
の
感
想
は
。

「
収
入
が
減
っ
て
苦
し
い
中
、
生
活
の

足
し
に
な
っ
た
」「
売
上
げ
が
厳
し
い

状
態
な
の
で
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
い

う
声
を
い
た
だ
く
な
ど
、
区
民
の
生
活

支
援
に
成
果
を
上
げ
た
と
考
え
て
い
る
。

世
界
各
国
に
お
い
て
、
十
分
な
人
数
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
前
ま
で
に
完

了
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
状
況
と

考
え
ら
れ
る
が
、
大
会
期
間
中
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
リ
ス
ク
に

対
し
て
、
区
と
し
て
の
認
識
は
。

現
段
階
で
の
予
測
は
大
変
困
難
だ
が
、

適
切
な
予
防
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
感
染
拡
大
を
大
き
く
抑
え
る
こ
と

は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

現
状
に
お
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
内
外
に
お
け
る
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
た
、
区
と
し
て
の
準

備
・
検
討
状
況
は
。

国
・
都
・
大
会
組
織
委
員
会
で
構
成
さ

れ
る
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
調
整
会
議
」
に
お

い
て
、
入
国
・
輸
送
・
会
場
と
い
っ
た

場
面
ご
と
の
対
策
を
整
理
し
て
お
り
、

検
体
や
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
品
等
の

配
送
を
民
間
業
者
に
委
託
す
る
等
し
て

お
り
、
今
後
も
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
。

時
短
要
請
に
協
力
し
た
飲
食
店
に
対
す

る
都
の
支
援
策
は一部
か
ら
問
題
も
指

摘
さ
れ
る
が
、
十
分
と
の
認
識
か
。

国
や
都
に
お
い
て
給
付
の
迅
速
性
な
ど

を
優
先
す
る
中
で
、
対
象
業
種
や
金
額

等
を
設
定
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

野
村
総
合
研
究
所
が
「
シ
フ
ト
５
割

減
」
か
つ
「
休
業
手
当
な
し
」
の
「
実

質
的
失
業
者
」
が
少
な
く
と
も
90
万
人

に
も
上
る
と
の
推
計
を
本
年
１
月
に
発

表
し
て
い
る
。
経
済
的
に
困
窮
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
区
民
の
状
況
に
つ
い
て
、

定
量
・
定
性
の
両
面
か
ら
ど
の
よ
う
に

現
状
を
認
識
し
て
い
る
か
。

１
月
末
時
点
で
緊
急
小
口
資
金
制
度
の

利
用
が
約
３
千
９
百
人
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
方
が
生
活
に

困
窮
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
多
く
の
区
民
が
経
済
的
な

困
難
に
直
面
す
る
懸
念
が
あ
る
。
生
活

保
護
制
度
を
必
要
と
す
る
方
々
が
迅
速

に
受
給
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
が
急

務
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

相
談
窓
口
を
記
載
し
た
親
し
み
や
す
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
区
施
設
等
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
い
て
、

区
長
が
発
揮
す
べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
発
信
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
は
。

区
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
き
、
状
況

を
把
握
し
て
、
生
活
の
安
定
に
向
け
た

支
援
に
つ
い
て
総
合
的
で
実
効
性
の
あ

る
施
策
を
果
断
か
つ
地
道
に
行
う
こ
と

が
区
長
に
求
め
ら
れ
る
。Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
、
区
長

自
身
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

動
画
の
配
信
も
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

区
と
し
て
も
保
健
所
機
能
の
強
化
に
向

け
て
、
組
織
改
正
、
医
療
職
の
確
保
、

他
部
署
か
ら
の
職
員
の
応
援
な
ど
の
対

応
を
進
め
て
い
る
が
、
お
の
ず
と
限
界

が
あ
る
。
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

そ
の
検
討
状
況
を
注
視
し
つ
つ
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
検
討
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
巨

大
地
震
や
風
水
害
発
生
時
に
お
け
る
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
体
制
構
築
な
ど
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
区
と

し
て
の
見
解
は
。

感
染
症
の
休
息
時
期
が
見
通
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
大
規
模
地
震
災
害
や
風
水
害

と
の
同
時
発
生
が
常
に
起
こ
り
得
る
と

の
認
識
の
下
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

備
え
て
い
く
。

迅
速
か
つ
確
実
な
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
向
け
て
、
申
請
書
類
数
に
占

め
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
割
合
に
つ
い
て
具

体
的
な
数
値
目
標
は
。

現
在
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

推
進
の
た
め
の
現
況
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
数
値
目
標
の
設
定
は
そ
の
検
討

の
中
で
行
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
は
、
出
産
時
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
む
上
で
の
懸
念
と
な
っ

て
い
る
。
区
独
自
の
出
産
育
児一時
金

給
付
が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

都
の
新
た
な
出
産
応
援
事
業
等
の
動
向

も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

商
店
街
・
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

代表質問

（
自
・
無
）

大
沢
　
真
一
　
議
員

中
の
施
設
等
で
行
う
予
定
だ
。
専
用
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
接
種
に

関
す
る
問
合
せ
等
に
対
応
し
て
い
く
。

し
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
で
も
、
ふ
だ

ん
の
健
康
状
態
の
把
握
、
重
症
化
予
防

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
か
か
り
つ
け
医
等
の
重

要
性
が
大
き
く
認
識
さ
れ
た
。
見
解
を
。

か
か
り
つ
け
医
は
、
身
近
に
い
て
頼
り

に
な
る
医
師
と
し
て
、
過
去
か
ら
の
診

療
情
報
の
蓄
積
に
よ
る
信
頼
性
の
高
い

診
断
等
に
加
え
、
生
活
習
慣
に
関
す
る

相
談
な
ど
も
可
能
だ
。
医
師
会
に
委
託

し
て
い
る
か
か
り
つ
け
医
紹
介
事
業
を

通
じ
、
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
く
。

認
知
症
は
周
囲
の
方
や
区
窓
口
等
か
ら

関
係
窓
口
へ
つ
な
い
で
い
く
仕
組
み
が

必
要
と
感
じ
る
が
、
区
の
取
組
は
。

区
作
成
の
認
知
症
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ

　ッ
ク
に
は
、
状
態
に
応
じ
た
相
談
先
を

記
載
し
て
い
る
。
相
談
を
受
け
た
機
関

は
内
容
に
応
じ
て
適
切
に
関
係
機
関
へ

つ
な
ぐ
な
ど
、
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
、
既
存
事
業

の
拡
充
や
新
た
な
支
援
の
取
組
は
。

４
月
か
ら
の
受
入
れ
に
向
け
、
ピ
ッ
コ

ロ
の
定
員
拡
大
や
心
身
障
害
者
福
祉
会
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代表質問

（
共
　
産
）

中
塚
　
　
亮
　
議
員

代表質問

（
品
　
改
）

須
貝
　
行
宏
　
議
員

No.286　発行　令和 3年（2021年）4月22日

代表質問

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
り
抜
く
た
め
、
緊
急
に
検
査

体
制
、
医
療
及
び
事
業
所
の
支
援
強
化

を

超
高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
、
巨
大
道
路
づ
く
り
に
数
千
億
円
も

の
税
金
投
入
す
る
計
画
は
、
少
な
く
と

も
今
は
中
止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優

先
に

実
効
性
あ
る
首
都
直
下
大
震
災
及
び
豪

雨
災
害
へ
の
対
策
を
直
ち
に

区
長
は
羽
田
新
ル
ー
ト
の
賛
否
を
問
う

区
民
投
票
に
、
な
ぜ
反
対
し
た
の
か

少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
で
、一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
達
を
尊
重
す
る
学
校
教

育
を

し
て
お
り
、
中
止
す
る
考
え
は
な
い
。

全
て
の
住
宅
で
大
地
震
に
よ
る
倒
壊
と

通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
不
燃
化
特
区

支
援
制
度
と
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設

置
助
成
の
区
内
全
域
拡
大
が
な
ぜ
必
要

だ
と
は
考
え
な
い
の
か
。

都
の
木
密
地
域
不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
令
和
３
年
度
以
降
、
新
た
に

３
地
区
の
追
加
を
予
定
し
て
い
る
。
同

対
象
地
域
の
拡
大
に
伴
い
、
感
震
ブ
レ

　

ー
カ
ー
設
置
補
助
の
地
域
を
拡
大
す
る
。

避
難
生
活
の
環
境
改
善
へ
、
備
蓄
に
テ

ン
ト
を
加
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
備

蓄
を
全
て
区
内
に
備
蓄
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
地
方
と
連
携
し
た
備
蓄
倉
庫

の
拡
充
を
求
め
る
。

資
機
材
の
不
足
は
、
国
や
都
へ
の
支
援

要
請
、
協
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
か

ら
の
調
達
な
ど
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
避
難
の
た
め
の
テ
ン
ト

を
配
備
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
個
別
計
画
を
直
ち
に
具
体

化
す
べ
き
。
い
つ
ま
で
に
、
全
員
分
を
、

ど
の
よ
う
に
作
成
す
る
の
か
。

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

　

ー
を
中
心
に
、
今
年
度
、
作
成
に
向
け

持
続
化
給
付
金
等
は
、
国
が
検
討
す
べ

き
事
項
で
あ
る
。
区
と
し
て
は
融
資
あ

　っ
旋
を
は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
特
別
助
成
等
を
推
進
し
、

区
内
中
小
企
業
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
今
年
夏
の
開
催
は
中
止

し
、
コ
ロ
ナ
収
束
に
集
中
す
べ
き
。

今
年
の
夏
に
安
心
・
安
全
に
開
催
で
き

る
よ
う
、
国
・
都
・
大
会
組
織
委
員
会

等
で
構
成
さ
れ
る
調
整
会
議
で
様
々
な

対
策
を
検
討
し
て
お
り
、
連
携
を
取
り

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
く
。

超
高
層
の
再
開
発
や
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
、
な
ぜ
コ
ロ
ナ
禍
で
も
莫
大
な

税
金
を
使
い
続
け
る
の
か
。一旦
中
止

し
、
今
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
医
療
機
関
へ

の
支
援
、
事
業
所
へ
の
補
償
な
ど
、
コ

ロ
ナ
対
策
に
予
算
を
集
中
す
べ
き
。

防
災
性
の
向
上
な
ど
地
域
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
や
、
に
ぎ
わ
い
の
向
上
に
向

け
、
再
開
発
や
都
市
計
画
道
路
事
業
な

ど
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
。
長
期

的
な
視
点
に
立
ち
、
区
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ

コ
ロ
ナ
第
３
波
の
原
因
を
、
区
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

社
会
経
済
活
動
の
再
開
に
よ
る
接
触
交

流
機
会
の
増
加
等
が
原
因
と
考
え
る
。

感
染
抑
止
へ
、
無
症
状
陽
性
者
を
把
握

す
る
た
め
の
大
規
模
な
社
会
的
検
査
の

戦
略
的
実
施
を
求
め
る
。

施
設
の
入
居
者
や
従
事
者
に
は
、
無
症

状
で
あ
っ
て
も
積
極
的
に
検
査
を
実
施

し
、
感
染
拡
大
を
防
い
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
で
減
収
と
な
っ
て
い
る
事
業
所

へ
の
持
続
化
給
付
金
や
、
家
賃
支
援
給

付
金
の
再
給
付
が
、
な
ぜ
必
要
だ
と

は
思
わ
な
い
の
か
。

た
検
討
を
始
め
て
い
る
。
障
害
者
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
、
相
談
支
援
員
が
中

心
と
な
り
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

区
議
会
と
区
長
が
国
に
対
し
て
要
望
し

て
い
る
と
、
な
ぜ
区
民
投
票
条
例
が
必

要
な
い
と
考
え
る
の
か
。

落
下
物
対
策
や
騒
音
環
境
軽
減
に
向
け

た
さ
ら
な
る
取
組
の
実
施
や
、
新
飛
行

ル
ー
ト
を
固
定
化
し
な
い
よ
う
国
に
求

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
最
優
先
で
取
り

組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

羽
田
新
経
路
の
賛
否
を
問
う
品
川
区
民

投
票
条
例
の
提
出
を
改
め
て
求
め
る
。

国
が
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
上
で
様
々

な
意
見
を
受
け
止
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

35
人
学
級
を
区
教
育
委
員
会
は
歓
迎
し

て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た

少
人
数
学
級
が
さ
ら
に
前
進
す
る
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。

小
学
校
に
続
き
、
中
学
校
で
の
少
人
数

学
級
実
施
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

小
学
校
で
の
新
た
な
学
級
編
制
の
拡
大

に
よ
り
生
じ
る
様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
、

今
後
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
で
企
業
と
区
民
は
崖
っ
ぷ
ち
、

区
長
と
区
議
の
給
与
を
削
減
す
る
べ
き

で
は

終
息
に
４
年
以
上
か
か
る
コ
ロ
ナ
。
経

済
・
社
会
活
動
・
健
康
の
崩
壊
を
防
げ

時
短
要
請
。
飲
食
業
以
外
も
一
律
で
は

な
く
売
上
減
に
応
じ
た
補
償
と
支
援
を

東
京
五
輪
の
延
期
を
要
請
す
る
べ
き
で

は

が
終
息
す
る
に
は
４
年
以
上
先
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
時
短
・
休
業
要
請

や
外
出
自
粛
要
請
が
続
く
と
経
済
と
社

会
活
動
は
崩
壊
し
、
コ
ロ
ナ
以
外
で
国

民
の
健
康
も
崩
壊
し
ま
す
の
で
コ
ロ
ナ

対
策
の
方
針
を
区
と
し
て
も
変
更
す
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
後
と
も
、
国
お
よ
び
東
京
都
の
要
請

や
措
置
、
協
力
依
頼
等
を
踏
ま
え
、
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
区
内
産
業

は
今
や
、
飲
食
店
だ
け
で
な
く
、
飲
食

店
以
外
の
大
半
の
企
業
が
、
続
け
る
か

や
め
る
か
の
崖
っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
時
短
営
業
に
見
合
う
支
援
金

や
補
償
が
な
い
限
り
、
苦
労
し
な
が
ら

つ
く
り
上
げ
て
き
た
お
店
や
従
業
員
の

雇
用
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
時

短
要
請
の
影
響
で
売
上
げ
が
減
少
し
た

場
合
に
、
飲
食
店
や
飲
食
店
以
外
に
も
、

一
律
の
協
力
金
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の

よ
う
に
前
年
売
上
高
に
基
づ
い
た
支
援

を
、
売
上
げ
の
50
％
は
補
償
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
品
川
区
か
ら
東

京
都
と
国
へ
要
請
す
る
べ
き
で
は
。

感
染
拡
大
防
止
協
力
金
等
は
、
飲
食
店

の
営
業
時
間
短
縮
に
対
す
る
補
償
で
あ

り
、
国
や
東
京
都
に
お
い
て
給
付
の
迅

区
長
や
区
議
会
議
員
の
給
料
や
報
酬
、

期
末
手
当
の
額
は
、
報
酬
等
審
議
会
で

の
審
議
を
経
て
、
議
会
の
議
決
に
よ
り

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
４
回
定

例
会
で
、
品
川
区
長
の
期
末
手
当
を
引

き
下
げ
、
区
議
会
議
員
の
期
末
手
当
も

引
き
下
げ
て
い
る
。

感
染
拡
大
を
抑
え
て
医
療
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
に
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
、
時
短

や
外
出
自
粛
な
ど
の
行
動
制
限
を
す
る

こ
と
で
、一
時
的
に
感
染
者
は
あ
る
程

度
減
り
ま
す
が
、一方
で
コ
ロ
ナ
以
外

の
患
者
が
増
え
て
、
入
院
、
手
術
、
手

当
て
が
で
き
ず
に
死
亡
に
至
る
ケ
ー
ス

が
出
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で

　

コ
ロ
ナ
患
者
を
減
ら
し
、一
方
で
コ
ロ

ナ
以
外
の
患
者
や
そ
の
予
備
軍
を
増
や

し
て
い
ま
す
。
い
ま
高
齢
者
は
、
感
染

す
る
の
が
怖
い
の
で
自
宅
か
ら
出
な
い

で
、
社
会
活
動
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
病

院
へ
も
行
か
な
い
方
が
増
え
た
た
め
、

身
体
機
能
や
認
知
機
能
が
低
下
、
鬱
病

を
発
症
、
基
礎
疾
患
な
ど
の
持
病
の
重

症
化
、
体
調
の
悪
化
か
ら
死
亡
者
も
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
経
済
は
廃
業
・
倒

産
が
増
え
続
け
て
失
業
者
が
激
増
し
、

特
に
母
子
家
庭
や
非
正
規
雇
用
者
に
生

活
困
窮
者
が
急
増
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
日

本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
国
民

の
家
計
や
企
業
経
営
を一段
と
悪
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
企
業
の
中
に
は
、
売
上

げ
が
前
年
の
１
か
ら
２
割
に
急
落
し
、

解
雇
や
給
与
削
減
な
ど
の
リ
ス
ト
ラ
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
勤
労
者

の
中
に
は
収
入
が
減
っ
た
り
ボ
ー
ナ
ス

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
半
の
企
業

経
営
や
区
民
の
暮
ら
し
が
厳
し
い
崖
っ

ぷ
ち
の
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
、
区
民
か

ら
選
ば
れ
て
い
る
区
長
と
議
員
は
給
与

や
経
費
を
削
減
す
る
な
ど
身
を
切
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

速
性
な
ど
を
勘
案
し
、
対
象
や
金
額
な

ど
を
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
区
と
し

て
要
請
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
が
拡
大
し
、
大
勢
の
犠
牲
者
が
出

て
い
て
終
息
が
見
通
せ
な
い
世
界
情
勢

の
中
で
、
多
く
の
国
が
入
国
制
限
を
し

て
い
る
さ
な
か
で
す
。
企
業
も
経
営
危

機
に
直
面
し
、
働
く
場
所
や
収
入
が
な

く
な
る
な
ど
生
活
困
窮
者
が
増
え
て
い

る
状
況
で
す
。
世
界
中
か
ら
大
勢
が
集

ま
る
東
京
五
輪
は
感
染
拡
大
の
要
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
に
東
京

五
輪
は
実
施
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
全
世
界
で
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、

各
国
の
選
手
が
安
心
し
て
練
習
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
延
期
を
す
る
べ
き

で
す
。
さ
ら
に
区
民
の
安
全
と
健
康
を

考
え
て
、
東
京
五
輪
の
延
期
を
東
京
都

に
要
請
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
の

見
通
し
が
困
難
な
状
況
の
中
、
国
・
東

京
都
・
大
会
組
織
委
員
会
等
で
構
成
さ

れ
る
調
整
会
議
で
は
、
安
心
・
安
全
な

大
会
の
開
催
に
向
け
て
、
様
々
な
行
動

ル
ー
ル
構
築
や
体
制
整
備
等
の
対
策
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
区

と
し
て
大
会
延
期
の
要
請
を
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（
公
　
明
）

新
妻
　
さ
え
子
　
議
員

（
自
　
民
）

小
芝
　
　
新
　
議
員

支
援
策
の
推
進
と
拡
充
に
つ
い
て

自
宅
療
養
者
の
健
康
管
理
と
積
極
的
疫

学
調
査
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

共
助
の
取
組
み

主
権
者
教
育

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

品
川
区
家
賃
支
援
給
付
金
の
次
年
度
へ

の
継
続
と
拡
充
、
ま
た
、
国
の
「
コ
ロ

ナ
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活

用
し
、
売
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
事
業
者
に
、
支
援
策
を
要
望
。

国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
活
用
と
保

有
台
数
を
聞
く
。

昨
年
４
月
か
ら
５
月
に
118
台
を
購
入
し
、

自
宅
療
養
者
へ
食
料
と
と
も
に
送
付
し

て
い
る
。
そ
の
後
購
入
し
た
115
台
と
、

都
か
ら
140
台
が
支
給
さ
れ
、
計
373
台
保

有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
年
度
内
に
都
か

ら
追
加
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

都
は
、
保
健
所
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

積
極
的
疫
学
調
査
の
新
た
な
対
応
を
示

し
ま
し
た
が
、
区
民
が
濃
厚
接
触
者
の

可
能
性
が
あ
る
と
訴
え
た
場
合
の
具
体

的
な
対
応
と
流
れ
を
聞
く
。

症
状
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
か
か
り
つ

け
医
等
に
相
談
し
こ
れ
ま
で
ど
お
り
検

査
が
受
け
ら
れ
る
。

感
染
拡
大
時
、
在
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
し
た
の
は
、
何
校
か
。

３
校
あ
り
、
教
科
は
時
間
割
ど
お
り
に

実
施
し
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
状
況
は
。

２
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
に
、
配
布
が

完
了
。
学
習
ア
プ
リ
を
搭
載
し
、
学
校

以
外
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
実
証
実
験
へ
参
加
を
要
望
。

既
に
申
請
を
し
て
お
り
、
こ
の
成
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
活
用
の
在
り
方
等
を

検
討
し
て
い
く
。

次
年
度
の
が
ん
検
診
普
及
事
業
を
聞
く
。

受
診
行
動
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
記
事

を
掲
載
す
る
な
ど
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
全
面
的
に
刷
新
し
て
い
く
。

情
報
提
供
の
冊
子
に
、「
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
」
の
情
報
掲
載
を
提
案
。

提
案
ど
お
り
、
掲
載
し
て
い
く
。

町
会
や
自
治
会
の
活
動
を
支
援
す
る
、

感
染
症
対
策
用
品
補
助
の
状
況
は
？

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
マ
ス
ク
、
非
接

触
型
電
子
体
温
計
の
購
入
等
、
２
月
10

日
時
点
で
申
請
43
件
、
合
計
126
万
円
。

地
域
版
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
構
想
を
提
案
。
町
会

長
・
自
治
会
長
に
配
布
さ
れ
て
い
る
防

災
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
町
会
や
自
治
会
に一

定
数
配
布
し
て
み
て
は
？

13
地
区
の
町
会
・
自
治
会
長
会
議
等
で

操
作
説
明
会
を
開
催
す
る
と
共
に
、
個

別
の
問
合
わ
せ
等
に
も
対
応
し
て
い
く
。

共
助
の
要
・
区
民
消
火
隊
の
状
況
は
？

令
和
３
年
１
月
末
現
在
、
66
隊
、
約
600

名
の
隊
員
に
よ
り
結
成
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
の
防
災
隣
組
を
基
に
し
て
、
魅

力
あ
る
防
災
の
在
り
方
を
追
求
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
？

（
自
・
無
）

渡
部
　
　
茂
　
議
員

（
無
所
属
）

く
に
ば
　
雄
大
　
議
員

品
川
区
の
職
員
体
制
に
つ
い
て

品
川
区
の
教
育
に
つ
い
て

品
川
区
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

品
川
区
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

品
川
区
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

に
つ
い
て

経
済
政
策
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

保
健
師
を
人
材
派
遣
に
よ
り
増
員
し
て

対
応
し
た
が
、
新
規
採
用
の
状
況
は
。

令
和
３
年
度
の
保
健
師
の
採
用
は
、
現

時
点
で
６
名
を
予
定
し
て
い
る
。

保
健
所
等
に
対
し
、
相
当
な
職
員
を
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

新
年
度
の
職
員
体
制
は
。

１
月
15
日
に
計
６
名
の
組
織
を
立
ち
上

げ
、
接
種
準
備
を
進
め
て
い
る
。
新
年

度
も
必
要
な
場
合
は
、
組
織
の
新
設
や

応
援
職
員
の
派
遣
等
、
体
制
の
見
直
し

を
随
時
図
り
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

今
年
の
１
年
生
よ
り
適
用
と
な
っ
た
新

学
事
制
度
に
つ
い
て
の
評
価
お
よ
び
新

年
度
の
入
学
・
進
学
状
況
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
、
学
区

域
の
つ
な
が
り
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た

各
地
の
保
健
所
職
員
が
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
る
残
業
を
し
て
い
る
。一
刻
も

早
く
職
員
を
増
員
し
、
体
制
の
強
化
を
。

職
員
定
数
を
増
加
し
体
制
強
化
を
図
り
、

人
材
派
遣
を
活
用
し
て
対
応
に
あ
た
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
後
遺
症
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
ち
、
患
者
に

対
し
ケ
ア
や
対
応
を
し
て
い
る
か
。

後
遺
症
を
訴
え
る
方
に
は
医
療
機
関
受

診
を
勧
め
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
だ
が
、

区
に
は
後
遺
症
に
関
す
る
相
談
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
は
怖
く
な
い
と
考
え
て
い
る
若

者
に
対
し
、
後
遺
症
の
実
態
を
広
報
す

る
こ
と
が
感
染
拡
大
抑
制
の
方
策
で
は
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

若
者
世
代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
高
め

る
為
に
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア

と
連
動
し
た
施
策
が
必
要
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

が
ん
対
策
に
つ
い
て

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

・
地
域
経
済
の
立
て
直
し
に
つ
い
て

結
果
、
居
住
す
る
学
区
の
指
定
校
を
選

択
す
る
児
童
が
４
％
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

　多
く
の
児
童
が
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
い
る
が
、
大
規
模
校
に
お
い

て
は
居
場
所
の
不
足
も
あ
る
の
で
は
。

児
童
の
増
加
に
よ
り
、
そ
の
活
動
ス
ペ

　

ー
ス
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

学
校
に
近
接
し
た
施
設
の
臨
時
的
活
用

な
ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

新
年
度
か
ら一部
の
利
用
料
な
ど
の
支

払
い
に
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
決

済
が
可
能
と
な
る
が
、
端
末
の
設
置
場

所
は
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
を
求
め
る
。

今
年
度
よ
り
戸
籍
住
民
課
の一部
窓
口

で
運
用
を
始
め
、
来
年
度
は
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
や
税
務
課
な
ど
に
、
令
和
４

年
度
か
ら
は
地
域
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
導

入
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

地
域
の
商
店
に
は
支
援
の
手
が
な
か
な

か
届
か
な
い
。
身
近
な
自
治
体
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
個
人
向
け
販
売
促
進
、
新

た
な
販
路
拡
大
の
取
組
を
要
望
す
る
。

現
行
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
特
別
助
成
は
、
売
上
要
件
等
の
な

い
全
業
種
を
対
象
と
し
た
助
成
の
た
め
、

販
路
拡
大
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

新
年
度
は
防
災
区
民
組
織
に
、
都
の
防

災
隣
組
で
表
彰
さ
れ
た
防
災
活
動
の
取

組
を
広
報
す
る
と
と
も
に
、「
し
な
が

わ
防
災
訓
練
ガ
イ
ド
」
の
活
用
を
促
す
。

児
童
生
徒
を
守
る
た
め
の
教
育
委
員
会

の
取
り
組
み
は
？

教
員
を
採
用
す
る
際
に
官
報
情
報
検
索

ツ
ー
ル
を
使
い
、
受
験
者
に
教
員
免
許

が
失
効
し
た
経
緯
が
あ
る
か
ど
う
か
を

調
査
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
主
権
者
教

育
を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
か
？

児
童
・
生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
区

議
会
の
質
疑
を
視
聴
す
る
な
ど
し
て
主

権
者
教
育
の
充
実
を
図
る
。

①
本
格
運
行
の
実
現
に
必
要
な
収
支
率

50
％
の
た
め
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
？

②
区
内
企
業
や
飲
食
店
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

を
施
し
収
益
増
加
を
図
っ
て
み
て
は
？

①
試
乗
会
や
乗
車
無
料
デ
ー
の
実
施
等
、

利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
を
検
討
す
る
。

②
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
収
入
増
加
と
沿
線
事

業
者
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
捉
え
、

様
々
な
取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

幅
広
い
世
代
に
向
け
て
発
信
す
る
。

飲
食
業
の
み
支
援
す
る
時
短
営
業
協
力

金
は
不
公
平
。
売
上
減
少
の
中
小
事
業

者
に
対
す
る一時
支
援
金
の
増
額
で
は

焼
け
石
に
水
。
区
の
見
解
は
。

国
や
東
京
都
に
お
い
て
迅
速
な
給
付
を

優
先
す
る
中
で
、
対
象
業
種
や
金
額
な

ど
を
設
定
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

国
の一時
支
援
金
に
区
独
自
で
上
乗
せ

す
る
な
ど
、
飲
食
業
以
外
の
他
業
種
へ

の
支
援
も
必
要
だ
。

現
在
、
業
種
を
問
わ
ず
融
資
あ
っ
せ
ん

な
ど
各
種
支
援
策
を
実
施
し
て
お
り
、

国
や
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
再
実
施
し
て
は
。

引
き
続
き
多
く
の
方
か
ら
広
く
募
り
、

支
援
の
必
要
な
方
々
の
為
に
活
用
す
る
。

緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
臨
時
休
校
に
よ

る
授
業
の
遅
れ
の
現
状
は
。

概
ね
本
年
度
中
に
履
修
で
き
る
見
込
み
。

臨
時
休
校
を
想
定
し
て
、
臨
機
応
変
に

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
出
来
る
よ
う
、
前

倒
し
で
実
証
し
備
え
る
べ
き
。

授
業
を
配
信
す
る
な
ど
意
欲
的
に
取
り

組
ん
だ
学
校
も
あ
っ
た
。
各
学
校
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

児
童
生
徒
を
わ
い
せ
つ
教
員
か
ら
守
る

取
組
み
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（
共
　
産
）

鈴
木
　
ひ
ろ
子
　
議
員

（
品
　
改
）

藤
原
　
正
則
　
議
員

特
養
等
高
齢
者
施
設
の
人
材
確
保
に
つ

い
て

コ
ロ
ナ
対
策
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

西
大
井
駅
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
い

て

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
の
希
望

者
に
対
し
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
。

か
か
り
つ
け
医
等
の
判
断
に
よ
り
実
施

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

医
療
機
関
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
と
、
医

療
従
事
者
へ
の
慰
労
金
の
増
額
、
対
象

拡
大
な
ど
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

区
内
医
療
機
関
の
患
者
受
入
れ
に
対
す

る
支
援
金
を
は
じ
め
と
し
た
対
応
を
し

て
お
り
、
医
療
機
関
と
意
見
交
換
す
る

中
で
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

区
の
保
健
所
保
健
師
の
大
幅
な
増
員
を
。

保
健
所
保
健
師
の
定
数
を
４
名
増
員
し
、

新
規
に
６
名
程
度
を
採
用
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
区
の
経
済
情
勢
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
、
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
と
分
析
し
て
お

り
、
当
面
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
融

資
あ
っ
せ
ん
、
家
賃
支
援
や
販
路
拡
大

支
援
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
の
待
機
児
童
数
の
見
通
し

は
。
ま
た
、
入
園
申
込
数
等
の
動
向
は
。

令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
保
育
需
要
を

充
足
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。
４
月
の

認
可
保
育
園
入
園
一
次
申
込
数
等
は
、

前
年
度
に
比
べ
減
少
が
見
ら
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
不
況
は
公
共
交
通
機
関
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
予
定
ど
お
り
開
発
を
進
め
ら

れ
る
の
か
。
新
庁
舎
建
設
へ
の
影
響
は
。

（
自
　
民
）

西
村
　
直
子
　
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
確
保
支
援
に

つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
社
会
と
の
付
き
合
い
方
に
つ

い
て

自
殺
対
策
に
つ
い
て

産
後
の
家
事
・
育
児
支
援
に
つ
い
て

長
き
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

見
え
づ
ら
い
高
齢
者
の
健
康
対
策
、
健

や
か
な
家
族
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

高
齢
者
が
自
宅
で
も
気
軽
に
運
動
に
取

り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、

親
子
の
ひ
ろ
ば
事
業
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
子
育
て
の
不
安
解
消
に
つ
な
が
る

情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
等
の
利
用
の
際
、
ひ
と

り
親
家
庭
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

家
庭
等
は
、
助
成
さ
れ
た
費
用
で
の
支

払
い
で
済
む
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

事
業
拡
大
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
認
識
し

て
お
り
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
体
制
の
現

状
と
産
後
鬱
支
援
の
考
え
を
問
う
。

産
前
の
妊
産
婦
ネ
ウ
ボ
ラ
相
談
や
産
後

 

本会議・委員会の日程（予定）
第１回臨時会の会期は5月27日の1日間、第２回定例会の会期は6月23日から7月14日までの22日間の予定です。

会　議　名 開　催　日　時
第1回臨時会 5月27日（木）午後  1時

第2回定例会
6月23日（水）午後  1時 
6月24日（木）午前10時 
7月14日（水）午後  1時

5月17日（月）午後  1時
7月 6 日（火）午前10時
7月 7 日（水）午前10時

議会運営委員会 4月28日（水）・5月14日（金）午後1時
5月26日（水）・6月22日（火）・7月13日（火）午前10時30分

オリンピック・
パラリンピック推進

本
会
議

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

＊新型コロナウイルス感染症対策のため、議会を傍聴できる人数を制限しています。くわしくは区議会事務局まで 
   お問い合わせください。
＊本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。
   また、本会議終了後おおむね１週間後に、インターネット録画中継をご覧いただけます。

﹇
そ
の
他
の
質
問
﹈

・
障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
に
つ
い
て

ケ
ア
事
業
等
を
通
じ
て
、
産
後
鬱
の
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
関
係

機
関
が
緊
密
に
連
携
し
、
未
然
防
止
と

早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

増
え
続
け
る
離
婚
件
数
の
中
で
、
子
ど

も
の
福
祉
面
ま
で
捉
え
た
体
制
整
備
を
。

ま
た
相
談
業
務
と
は
別
に
、
情
報
や
知

識
を
親
へ
付
与
す
る
機
会
が
必
要
で
は
。

子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
権
利
を

考
慮
し
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
連
機

関
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
丁
寧
に

対
応
し
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
学
校
教
育
は
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
家
庭
内
で
の

課
題
、
放
課
後
の
過
ご
し
方
を
問
う
。

学
び
の
転
換
、
深
化
、
授
業
の
質
的
向

上
を
図
り
、
資
質
、
能
力
を一層
育
む
。

ま
た
、
課
題
を
幅
広
く
捉
え
保
護
者
の

悩
み
や
不
安
の
解
消
に
努
め
る
。
　

社
会
全
体
、
特
に
女
性
の
自
殺
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
窓

口
等
、
区
の
支
援
策
に
つ
い
て
問
う
。

さ
ら
な
る
周
知
や
女
性
相
談
窓
口
と
の

連
携
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
容
易

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
。

多
く
の
区
は
、
高
額
所
得
者
の
保
険
料

の
段
階
を
増
や
し
、
低
所
得
者
の
負
担

を
軽
減
さ
せ
て
い
る
。
高
額
所
得
者
の

応
能
負
担
で
基
準
額
の
引
き
下
げ
を
。

国
の
標
準
で
あ
る
９
段
階
を
14
段
階
に

細
分
化
し
、
さ
ら
に
区
独
自
の
軽
減
措

置
で
低
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
多
段
階
化
お
よ

び
基
準
額
の
引
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

申
請
者
の
86
％
が
特
養
ホ
ー
ム
に
入
れ

な
い
の
は
、
根
本
に
絶
対
的
不
足
が
あ

る
。
大
幅
増
設
を
強
く
求
め
る
。

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
在
宅

生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
く
が
、
今
後
、
要
介
護
状
態

の
重
度
化
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
整
備
も
総
合
的
に
行
っ
て
い
く
。 

 

障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
「
ぐ
る
っ
ぽ
」

の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
区
は
な
ぜ

当
事
者
の
意
見
を
無
視
し
て
別
事
業
者

に
変
更
し
た
の
か
。

利
用
者
満
足
度
等
の
視
点
も
審
査
基
準

の一つ
と
し
て
踏
ま
え
、
公
正
・
公
平

に
審
査
し
、
公
募
の
趣
旨
と
施
設
の
設

置
目
的
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
最
も

優
れ
て
い
る
団
体
を
選
定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
建
築
計
画
に
つ
い
て
は
、

予
定
ど
お
り
令
和
７
年
度
竣
工
を
め
ざ

し
て
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
お
り
、
新

庁
舎
建
設
へ
の
影
響
は
な
い
。

特
養
ホ
ー
ム
等
高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ

い
て
、
最
近
の
職
員
確
保
の
状
況
は
。

採
用
ま
で一定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

も
あ
る
が
、
必
要
な
職
員
数
は
お
お
む

ね
充
足
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

中
止
と
な
っ
た
場
合
の
経
済
損
失
は
。

大
会
組
織
委
員
会
と
東
京
都
を
中
心
に

開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
公

式
に
は
試
算
さ
れ
て
い
な
い
。

西
大
井
駅
の
停
車
本
数
の
増
便
に
よ
り

踏
切
の
開
く
時
間
が
短
く
な
り
、
西
側

へ
の
改
札
口
設
置
の
要
望
が
高
ま
っ
て

い
る
。
区
の
考
え
は
。

改
札
口
設
置
は
困
難
と
の
Ｊ
Ｒ
か
ら
の

回
答
だ
が
、
増
便
に
伴
う
踏
切
遮
断
時

間
の
増
加
等
、
利
便
性
低
下
も
強
く
伝

え
、
引
き
続
き
増
設
を
求
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
社
会
的
検
査
の

抜
本
拡
充
、
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
填
、

罰
則
で
は
な
く
十
分
な
補
償
こ
そ

「
私
た
ち
の
こ
と
は
私
た
ち
抜
き
に
決

め
な
い
で
」
障
害
者
施
策
は
当
事
者
主

体
で
。  「
ぐ
る
っ
ぽ
」
は
現
事
業
者
の

継
続
こ
そ

今
後
の
政
策
展
開
と
財
政
に
つ
い
て

待
機
児
童
対
策
等
に
つ
い
て

大
井
町
再
開
発
と
区
庁
舎
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
は
中
止
し
、引

き
下
げ
こ
そ
。コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を
生

か
し
、手
厚
い
介
護
へ
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1月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

総務委員会
報告5件（新型コロナウイルス感染症緊急事態
宣言下の対応、職員の給与等に関する報告の概
要など）について質疑。

議案審査（7件）、請願・陳情審査（3件）。

報告5件（最低制限価格
の設定範囲の拡充、
新庁舎整備に関する検
討状況、固定資産税お
よび都市計画税の軽減
措置の継続など）につ
いて質疑。

1月19日

2月22日

2月24日

1月20日 「区有施設、公有地等の活用に関すること」を
テーマに調査・研究。
「水族館の運営計画に関すること」をテーマに
調査・研究。

「危機管理に関すること」をテーマに調査・研究。2月25日

　予算特別委員会は、３月２日から17日のうちの計８日
間にわたり令和３年度予算および令和２年度補正予算の
審査を行いました。最終日の３月17日には、令和３年度予
算について、各会派を代表して11人の委員が各会計歳入
歳出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
（各会派の意見表明は、４～５ページに掲載。）
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

｢アリーナ・障害者スポーツ施設に関すること」
をテーマに調査・研究。
報告2件（大井ふ頭中央海浜公園の利用休止、東
京2020オリンピック聖火リレー）について質
疑。

｢レガシー政策に関すること」をテーマに調査・
研究。

1月21日

2月26日

文教委員会

建設委員会

厚生委員会

陳情審査（1件）。
報告3件（飲食店・医療従事者応援プロジェクト
の実施など）について質疑。

議案審査（2件）。
報告4件（町会・自治会活動活性化促進調査の実
施状況、品川区町会自治会連合会ホームページ
新設支援の状況など）について質疑。

報告3件（区民活動情報サイト「しながわすまい
るネット」のリニューアル、武蔵小山行政サービ
スコーナーの荏原第一地域センターへの機能統
合など）について質疑。
武蔵小山創業支援センターを視察。

1月19日

2月22日

2月24日

区民委員会

陳情審査（1件）。
報告4件（新型コロナウイルス感染症に係る保
健所・保健センターの対応、こころの健康づくり
カレンダー配布など）について質疑。
「高齢者福祉について」をテーマに調査・研究。

議案審査（10件）、陳情審査（4件）。

請願・陳情審査（3件）。
報告6件（介護・障害福
祉サービス従事者に対す
るPCR検査の実施、新型
コロナウイルスワクチン
接種準備状況など）につ
いて質疑。

1月19日

2月22日

2月24日

報告9件（戸越公園駅周辺まちづくりビジョン駅
前広場計画編（素案）の策定、東京都の土砂災害
警戒区域等の追加指定予定など）について質疑。

議案審査（1件）、陳情審査（1件）。
報告4件（コミュニティバス導入に向けた検討状
況、立会川・勝島地区都市再生整備計画など）に
ついて質疑。
「災害対策に関すること～耐震化・不燃化の促進
について～」をテーマに調査・研究。

報告7件（広町地区のまちづくり、（仮称）品川区
立環境学習交流施設の愛称公募、安全性確保対
策を検討するバス停留所など）について質疑。

1月19日

2月22日

2月24日

報告6件（新入学の学校選択希望申請理由調査
の結果、上大崎三丁目教育・保育施設の整備計画
など）について質疑。
「ICT教育に関する学習について」をテーマに調
査・研究。

議案審査（1件）、請願審査（2件）。
報告1件（専決処分の報告）について質疑。

報告3件（区立児童相談所開設に向けた進捗状
況、ガバメントクラウドファ
ンディングを活用した子ど
もの食の支援事業など）
について質疑。

1月19日

2月22日

2月24日

常任委員会の活動
1月～３月

特別委員会の活動
1月～３月

1月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

行財政改革特別委員会

オリンピック・パラリンピック
推進特別委員会

〈総括質疑〉

予算特別委員会

西村 直子 委員 ( 自民 )
オリンピック・パラリンピックの開催、区民サービスの向
上、子どもに関する相談体制、重層的支援について

本多 健信 委員 ( 自民 )
区の対応力（医療従事者不足等）、子ども・若者育成支援、
ふるさと納税の流出対策、町会・自治会支援について

つる 伸一郎 委員 ( 公明 )
新型コロナウイルス感染症対策（ワクチン接種計画等）、
産後の家事育児支援、重層的支援体制整備事業について

あくつ 広王 委員 ( 公明 )
防災対策（ラジオ等）、新型コロナウイルス感染症対策と
ワクチン接種、障害児者総合支援施設と指定管理について

高橋 伸明 委員 ( 自・無 )
新型コロナウイルス感染症対策、旗の台六丁目公園の整備、
防災施策（避難所運営マニュアルの周知状況等）について

松澤 和昌 委員 ( 自・無 )
介護人材不足（介護職員のケア等）、若年性認知症、子育
て支援（産後ドゥーラ資格取得助成等）、教育について

のだて 稔史 委員 ( 共産 )
新型コロナウイルス感染症対策（区の新たな対策、定期的
なＰＣＲ検査の実施、中小企業への支援策等）について

中塚 亮 委員 ( 共産 )
羽田新飛行ルート（航空機事故、国土交通省の対応・姿勢、
固定化回避検討会、国交省提示の飛行方式等）について

筒井 ようすけ 委員 ( 品改 )
新型コロナウイルス感染症対策、環境施策、舟運・水辺の
活用、無電柱化推進計画、デジタル化の推進等について

田中 さやか 委員 ( ネット )
羽田新飛行ルート（騒音や事故、固定化回避）、再開発事
業（まちづくり計画策定等）、子ども・若者支援について

大倉 たかひろ 委員 ( しな無 )
シティプロモーションの推進（アンケート実施、戦略策定
等）、ｅスポーツの推進、再犯防止計画の推進について



　 
　
　

請願・陳情とは
区議会では、区政についての皆さんのご要望やご意見を、請願や陳情としてお受けしています。
本会議で採択した請願や陳情は、区長や教育委員会などの執行機関に送り、その実現に努力するよう求めます。

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　広報会議では、「区議会だよりについて、より多くの方にご興味を持っていただきたい」との思いから、表
紙写真を募集しております。ご応募いただいた皆様、素晴らしいお写真をありがとうございました。
　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真

品川区の魅力を PR できるような写真をお待ちしております。
※ 応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案内をご覧ください。

【問い合わせ先】
調査係 電話：03-5742-6810
　　　　 Fax：03-5742-6895

　令和3年4月7日に、公益社団法人東京青年会議所品川区委
員会の11名が区議会本会議場を訪問しました。
　参加者は普段本会議で議員が座っている席に着き、6名が
挙手をして質問を行いました。

「サラリーマンと議員の兼業は可能か」
「事業者向けの補助金制度の情報発信を充実させるには」
「WEB投票の是非について」
「SNSやメルマガの活用について」
「求められる社会貢献とは」
などの質問や提案があり、議員が丁寧に回答しました。

採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。　　　　　　　趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　　　　　継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。

※(   は3月23日の本会議最終日に付託されました）
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総務委員会

区民委員会

建設委員会

文教委員会

建設委員会

厚生委員会

品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、結果をお知らせします。
請願・陳情についての議事内容等は、各付託委員会の会議録から確認できます。

（会議録は品川区議会ホームページ等からご覧になれます）

請願・陳情の結果   令和 3 年第１回定例会



※区民委員会は令和2年12月14日に開催しました。


